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気付きのための電子文房具考

デジタル技術の発展によって「紙」が支えてきた世界が広が

ろうとしている。だがこのコラムで何度となく取り上げたように、

世界を広げるうえでもっとも大きな問題は、私たちの頭の中に

浮かび、消えていく思い付き、ひらめきをどのような作法で新

しいシステムの中に取り入れるかである。

最近はワープロを気軽に使う人が増えてきた。しかも鉛筆で

書いた「下書き」抜きでディスプレイ上に言葉を並べ、その配

置を操作し、文章を仕上げるというやり方があたりまえのよう

に行われている。こうしたようすを見ると、ワープロ画面が考え

るためのフィールドとして機能しているのだから、そのうえでも

っと効率的に考えることを支援する仕組みを作るべきだとい

う見方が出てきてもおかしくはない。最初からアイデアを活字

的に量子化し、その断片を操作し、ハイパーリンクなどを使っ

てそれら組み合わせていく。そのプロセスの中に短期記憶処

理的あるいはメモ的行為を発展させようというアプローチだ。

しかしアイデアはワープロに向かっているときに、指先のタイ

ピングだけを通じて出てくるものではない。会話の中でのリア

クションとして発話されることも多いし、その際の声の抑揚、身

振り手振りに重要な意味が込められていることも多い。また発

想は熟練したタイピストのスピードより速くやってきて、あっとい

う間に消えていく。であれば、言葉を活字的に扱う前の段階

までさかのぼり、考えが文章や熟語に達する以前の状態に着

目すべきだろう。そして、そこに漂うさまざまなモードの意識の

振る舞いを包括的に取りこむことのできるような、広帯域なメ

モ機能を考えてみる必要がある……というのがこのコラムで繰

り返し述べてきたポイントであった。

ではこうしたノイズレベルすれすれの表現を新しい電子的環

境に取り込むには、どのような方法が考えられるのだろうか。

話を簡単にするために、我々にとってごく自然に表現を受け

入れてくれる「紙と鉛筆」のセットを取り上げ、これを電子的に

拡張していくと何が可能になるかを考えてみる。

この拡張は、「紙と鉛筆」の組み合わせがメディアとして引き

受けている表現の一部分に着目し、これを電子的に再現する

ことから始まる。ここでは以前にも説明したように、落書き的

な「自由筆記」を受け付けることが出発点になる。

まず用意するのは、ペンの動きを感知してこれをXY座標デ

ータに変換する透明のタブレットと、その下に置かれ、ペンで

描かれた軌跡を表示する液晶ディスプレイとのセットである。

この組み合わせ自体は珍しくもない。ポイントは時系列的にペ

ンの動きを記録していく点にある。この電子文房具は、ペンが

ディスプレイの上を移動していくようすをアニメーション的に記

録し、再生できるような動的記憶機能を持つのである。

さらに通常はあまり組み合わされることのない「音声」という

表現を、ペンの動きと同期的に取りこむことを考える。つまり、

上記のタブレット入力＆液晶ディスプレイ出力記録再生装置に

音声を同期的に入力し、ペンの動きと同時に記録再生する機

能を組み合わせるのである。

ではこれで何が可能になるのか。具体的な利用シーンとし

て会議を考えてみよう。

会議のスタートとともに自動的に音声録音が始まる。そのう

ち、利用者はタブレットペンを使ってその場で思い付いたアイ

デアを図形や文字として描き始める。描かれる文字や図形は

ストロークとして音声と同期的に記録されることになる。

私たちは会議の席上、他の出席者の発言による「気付き」

を幾度となく経験する。だがその場で思い付いたことをすぐ

にしゃべっていたのでは、会議は大混乱になる。そこでそれ

となくメモを残し、発言の機会を待ったり、あるいは後に参考

意見として記載したりしようと考える。だが残念なことに多く

の場合、後に紙の上に描かれたドローイングを見ても、その

場で感じたひらめき体験や感動は簡単にはよみがえってこな

いのである。

しかし、音声再生とともにディスプレイ上に描かれていくスト

ロークのありさまを通じてそのシーンを追体験できれば、その

とき、自分は何を考えていたのかをクリアに想起できるはずだ。

こうして実現されるのは、文字や図を思い付いたままに自由

に描くことができ、同時にその行為を促した光景を音声として

同期的に取り込めるメディアである。そこでは、これまでの「紙

の世界」では出会うことのなかった筆の動的軌跡と音声とい

う2つのダイナミックな要素が同期的に記録再生される。この

新しい表現行為の掛け算によって、新しい電子文房具として

の「メモ」は新たな「場」を創出できるようになる。そしてこの仕

組みが新たな電子的協創を可能にする短期記憶的メディア実

現の第一歩となる……というのが基本的なシナリオなのだが、

さて実際はどうだろう。
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